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二
〇
一
三
年
夏
の
ボ
ー
ナ
ス
（
賞
与
・
一

時
金
）
に
つ
い
て
は
、
四
～
五
月
に
主
要
な

民
間
シ
ン
ク
タ
ン
ク
が
見
通
し
を
発
表
し
、

わ
ず
か
な
幅
だ
が
、
前
年
比
プ
ラ
ス
・
マ
イ

ナ
ス
で
見
解
が
分
か
れ
た
。
一
方
、
春
の
労

使
交
渉
結
果
を
ベ
ー
ス
に
集
計
さ
れ
た
、
労

使
団
体
な
ど
の
デ
ー
タ
を
み
る
と
、
平
均
で

は
前
年
比
微
増
で
推
移
し
て
い
る
。

ま
ず
、
四
月
三
日
に
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー

チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
発
表
し
た
調
査

レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、
今
夏
の
ボ
ー
ナ
ス
は

三
年
連
続
で
減
少
す
る
と
予
測
。「
民
間
企

業
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
含
む
）
の
一

人
当
た
り
平
均
支
給
額
は
三
五
万
七
四
〇
〇

円
（
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
〇
・
三
％
）
と
、
過

去
最
低
水
準
を
更
新
す
る
見
込
み
」
と
し
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
非
製
造
業
で
ウ
ェ
ー

ト
の
高
い
中
小
企
業
で
は
厳
し
い
収
益
環
境

が
続
い
て
い
る
こ
と
な
ど
を
あ
げ
る
。

一
方
、
み
ず
ほ
総
合
研
究
所
と
第
一
生
命

経
済
研
究
所
に
よ
る
見
通
し
で
は
、
わ
ず
か

で
は
あ
る
が
プ
ラ
ス
に
転
じ
る
と
予
測
す
る
。

四
月
九
日
に
み
ず
ほ
総
研
が
発
表
し
た
見
通

し
で
は
、
今
年
夏
の
民
間
企
業
（
従
業
員
規

模
五
人
以
上
ベ
ー
ス
）
の
ボ
ー
ナ
ス
支
給
額

は
前
年
比
〇
・
八
％
ア
ッ
プ
の
三
六
万
一
三

〇
三
円
と
な
り
、
三
年
ぶ
り
に
増
加
す
る
と

し
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、「
円
安
や
公
共

事
業
の
拡
大
等
に
よ
る
収
益
改
善
」
に
加
え

て
、
安
倍
政
権
の
賃
上
げ
要
請
に
対
し
て

ボ
ー
ナ
ス
増
額
で
対
応
す
る
企
業
が
多
い
と

み
ら
れ
る
こ
と
を
あ
げ
た
。

五
月
の
『
第
一
生
命
経
済
研
レ
ポ
ー
ト
』

で
発
表
し
た
夏
の
ボ
ー
ナ
ス
予
測
に
よ
る
と
、

民
間
企
業
の
支
給
額
は
前
年
比
〇
・
七
％
増

の
三
六
万
一
〇
〇
〇
円
と
な
り
、
こ
ち
ら
も

夏
の
ボ
ー
ナ
ス
と
し
て
は
三
年
ぶ
り
に
増
加

に
転
じ
る
見
通
し
を
示
し
た
。

ボ
ー
ナ
ス
が
増
加
す
る
理
由
に
つ
い
て
同

研
究
所
は
、「
昨
年
末
以
降
の
景
気
回
復
や
円

安
効
果
に
よ
り
企
業
収
益
が
持
ち
直
し
つ
つ

あ
る
こ
と
や
、
企
業
の
景
況
感
の
改
善
、
政

府
に
よ
る
賃
上
げ
要
請
が
一
部
影
響
し
た
可

能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
」
と
分
析
。
た
だ
し
、

増
加
幅
が
小
幅
に
と
ど
ま
る
要
因
と
し
て
は
、

増
加
は
大
企
業
が
中
心
で
、
中
小
企
業
で
は

目
立
っ
た
改
善
が
期
待
で
き
な
い
こ
と
を
あ

げ
た
。「
一
時
金
満
額
回
答
な
ど
今
夏
の
ボ
ー

ナ
ス
大
幅
ア
ッ
プ
を
示
唆
す
る
報
道
が
目

立
っ
た
が
、
実
際
の
増
加
率
は
報
道
か
ら
受

け
る
印
象
ほ
ど
に
は
な
ら
な
い
可
能
性
が
高

い
」
と
し
て
い
る
。

大
手
で
回
復
、
課
題
は
中
小
企
業
の
水
準

一
方
、
労
使
交
渉
の
結
果
を
集
計
し
た
回

答
・
妥
結
水
準
を
み
る
と
、
前
年
並
み
か
微

増
で
推
移
し
て
い
る
。

ま
ず
、
四
月
一
一
日
現
在
で
東
証
一
部
上

場
企
業
の
妥
結
水
準
を
調
査
し
た
民
間
の
調

査
機
関
・
労
務
行
政
研
究
所
の
集
計
に
よ
る

と
、
回
答
の
あ
っ
た
一
三
九
社
の
妥
結
水
準

は
、
平
均
で
六
六
万
四
四
一
五
円
。
同
一
企

業
で
昨
夏
の
妥
結
実
績
と
比
較
す
る
と
、
金

額
で
三
九
七
〇
円
、
対
前
年
同
期
比
で
〇
・

六
％
の
減
少
と
な
り
、
昨
年
に
続
い
て
マ
イ

ナ
ス
に
な
っ
た
。
こ
の
要
因
に
つ
い
て
同
研

究
所
は
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
っ
て
企
業
業

績
の
改
善
が
期
待
さ
れ
た
も
の
の
、
ま
だ
取

り
組
み
が
始
ま
っ
て
間
も
な
い
現
時
点
で
は
、

そ
の
効
果
を
享
受
し
て
い
る
業
種
・
企
業
が

限
ら
れ
る
た
め
、
一
時
金
へ
の
反
映
度
は
低

い
と
い
え
る
」
と
分
析
す
る
。

労
使
団
体
が
発
表
し
て
い
る
回
答
・
妥
結

状
況
調
査
で
は
、
ほ
ぼ
前
年
並
み
な
い
し
微

増
の
傾
向
が
見
て
取
れ
る
。
ま
ず
、
連
合
が

五
月
二
九
日
現
在
で
取
り
ま
と
め
た
一
時
金

の
回
答
集
計
に
よ
る
と
、
こ
の
日
ま
で
に
夏

季
一
時
金
の
回
答
を
受
け
た
一
七
九
〇
組
合

（
約
一
三
〇
万
人
）
の
組
合
員
の
加
重
平
均

に
よ
る
回
答
実
績
は
二
・
一
六
カ
月
、
六
四

万
五
七
〇
八
円
と
な
り
、
月
数
で
は
〇
・
〇

六
カ
月
前
年
を
上
回
っ
た
が
、
金
額
で
は
六

一
四
七
円
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。
回
答
内

容
に
つ
い
て
連
合
で
は
「
産
業
間
、
あ
る
い

は
同
一
産
業
内
で
も
企
業
に
よ
り
ば
ら
つ
き

が
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

一
方
、
経
団
連
が
五
月
三
〇
日
に
発
表
し

た
今
夏
の
ボ
ー
ナ
ス
の
第
一
回
集
計
は
、
大

手
企
業
六
四
社
と
集
計
対
象
が
限
定
さ
れ
て

い
る
点
に
留
意
が
必
要
だ
が
、
平
均
妥
結
額

（
組
合
員
一
人
あ
た
り
の
加
重
平
均
）
は
前

年
比
七
・
三
七
％
増
の
八
四
万
六
三
七
六
円

と
な
り
、
率
・
額
と
も
に
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
。

満
額
回
答
が
相
次
い
だ
自
動
車
（
八
社
）
は

一
四
・
一
五
％
増
の
九
二
万
五
八
五
九
円
と

な
り
、
全
体
を
牽
引
し
て
い
る
。
集
計
し
た

一
三
業
種
中
プ
ラ
ス
は
八
業
種
、
マ
イ
ナ
ス

は
五
業
種
と
な
っ
た
。

ま
た
、
自
動
車
産
業
の
集
積
地
で
あ
る
愛

知
県
経
営
者
協
会
が
、
五
月
末
現
在
で
集
計

し
た
夏
季
賞
与
交
渉
状
況
報
告（
中
間
集
計
）

に
よ
る
と
、
妥
結
し
た
企
業
一
〇
〇
社
の
金

額
は
六
二
万
三
五
四
五
円
、
二
・
二
八
カ
月

と
な
り
、
前
年
実
績
と
比
べ
る
と
額
で
四
三

六
五
円
、率
で
は
〇
・
〇
七
％
の
増
加
と
な
っ

て
い
る
。
企
業
ご
と
に
み
る
と
、
前
年
妥
結

額
を「
上
回
っ
た
」が
約
六
割
に
対
し
て
、「
下

回
っ
た
」
が
四
割
と
な
り
、
両
者
が
拮
抗
し

て
い
た
前
年
よ
り
も
増
加
企
業
が
増
え
て
い

る
。
一
方
、
規
模
別
に
み
る
と
「
大
企
業
は

プ
ラ
ス
、
中
小
企
業
は
マ
イ
ナ
ス
」
と
い
う

傾
向
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

自
動
車
関
係
以
外
で
伸
び
が
大
き
か
っ
た

業
種
に
つ
い
て
は
五
月
末
に
民
間
の
転
職
支

援
会
社（
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
）が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
調
査
の
結
果
を
発
表
し
て
お
り
、
そ

れ
に
よ
る
と
、「
金
融
」
は
前
年
比
一
〇
％
増
、

「
建
設
／
不
動
産
」
も
五
％
増
と
な
っ
て
い

る
。こ

れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
る
と
、
一
時
金

の
増
加
は
大
企
業
と
一
部
業
種
に
牽
引
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
流
れ
を
中
小
企
業
に
い
か

に
波
及
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
今
後
の

課
題
と
い
え
よ
う
。

（
調
査
・
解
析
部
）
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予
測
で
見
解
分
か
れ
る
も
、
実
績
は
前
年
並
み
か
微
増
で
推
移




